
序

平
成
二
十
八
年
四
月
、
甲
南
女
子
大
学
学
長
で
あ
っ
た
松
林
靖
明
先
生
が
、
ご
逝
去
に
な
っ

た
。
先
生
は
優
れ
た
国
文
学
研
究
者
で
も
あ
っ
た
。
軍
記
文
学
の
研
究
業
績
は
数
多
く
、
中
で
も

研
究
が
遅
れ
て
い
た
室
町
・
戦
国
軍
記
の
研
究
に
お
い
て
先
生
が
果
た
さ
れ
た
役
割
は
非
常
に
大

き
い
。

生
前
、
先
生
は
軍
記
を
中
心
に
多
く
の
和
書
を
収
集
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
数
は
、
一
七
三
点
、

一
二
〇
〇
冊
を
超
え
る
。
更
に
こ
れ
ら
の
和
書
は
、
江
戸
時
代
に
書
写
さ
れ
た
写
本
が
多
く
、
貴

重
な
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。
先
生
の
遺
品
で
も
あ
る
こ
の
和
書
群
は
、
先
生
の
奥
様
に
よ
っ
て

甲
南
女
子
大
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、「
松
林
靖
明
文
庫
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
回
、
約
二
年
間
の
時
間
を
か
け
、
新
潟
大
学
名
誉
教
授
鈴
木
孝
庸
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、

「
松
林
靖
明
文
庫
」
の
整
理
・
分
類
・
調
査
を
行
っ
た
。
作
業
に
は
松
林
先
生
の
教
え
子
で
あ
る

野
見
山
亜
沙
美
氏
・
竹
内
彩
氏
の
協
力
も
頂
い
た
。
そ
の
調
査
結
果
を
以
下
に
報
告
す
る
。

凡
例

一

取
り
扱
う
内
容
に
よ
っ
て
「
Ａ
『
平
家
物
語
』『
太
平
記
』」「
Ｂ
『
義
経
記
』『
曽
我
物
語
』

と
そ
の
周
辺
」「
Ｃ

室
町
軍
記
と
そ
の
周
辺
」「
Ｄ

戦
国
軍
記
と
そ
の
周
辺
」「
Ｅ

そ
の
他
」

に
分
類
し
た
。「
Ｄ

戦
国
軍
記
と
そ
の
周
辺
」
は
更
に
「
Ⅰ

織
田
信
長
の
抬
頭
」「
Ⅱ

豊
臣

秀
吉
の
全
国
制
覇
」「
Ⅲ

徳
川
家
康
の
覇
権
争
奪
」「
Ⅳ

武
将
記
・
家
記
」「
Ⅴ

通
史
・
年

代
記
」「
Ⅵ

夜
話
・
逸
話
集
」
に
分
類
し
た
。
分
類
に
あ
た
っ
て
は
『
戦
国
軍
記
事
典
』（
古
典

遺
産
の
会
編

和
泉
書
院
刊
）
を
参
考
に
し
た
。

二

通
常
、
呼
称
さ
れ
て
い
る
書
名
を
見
出
し
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
訓
み
を
（

）
内
に
示
し

た
。
見
出
し
と
松
林
靖
明
文
庫
本
の
書
名
（
内
題
を
優
先
）
が
異
な
る
場
合
は
、【

】
内
に
訓

み
と
と
も
に
示
し
た
。

三

書
名
の
下
に
は
、
冊
数
及
び
巻
数
、
写
本
刊
本
の
別
を
記
し
た
。
欠
巻
が
あ
る
場
合
は
、
注

記
し
た
。
ま
た
書
写
年
・
刊
年
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
こ
れ
も
記
し
た
。

四

旧
字
体
は
原
則
と
し
て
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
を
用
い
た
。

Ａ
『
平
家
物
語
』『
太
平
記
』

１
『
平
家
物
語
評
判
秘
傳
抄
』（
へ
い
け
も
の
が
た
り
ひ
ょ
う
ば
ん
ひ
で
ん
し
ょ
う
）
二
三
冊

〈
全
二
四
巻
だ
が
、
巻
十
一
下
欠
〉
刊
本

流
布
本
『
平
家
物
語
』
十
二
巻
を
そ
れ
ぞ
れ
上
下
に
分
け
て
、
各
章
段
の
概
略
を
記
し
た
も
の

に
、「
伝
曰
」
や
「
評
曰
」
と
し
て
論
評
を
加
え
た
も
の
。

２
『
新
刻

太
平
記
』（
し
ん
こ
く

た
い
へ
い
き
）
二
一
冊
〈
巻
一
〜
四
〇
〉
刊
本

巻
頭
に
「
剣
巻
」
を
有
す
る
。

３
『
頭
書
増
補
絵
本
太
平
記
』（
と
う
し
ょ
ぞ
う
ほ
え
ほ
ん
た
い
へ
い
き
）
一
冊
〈
剣
巻
の
み
〉

甲
南
女
子
大
学
図
書
館
蔵

松
林
靖
明
文
庫
調
査
報
告

山

上

登
志
美

米

田

明

美

髙

寺

直

子

（１）



絵
入
り
刊
本

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
三
月
、
東
京
同
益
出
版
社
発
行
。

（
髙
寺
）

Ｂ
『
義
経
記
』『
曽
我
物
語
』
と
そ
の
周
辺

１
『
義
経
記
』（
ぎ
け
い
き
）
八
冊
〈
八
巻
〉
写
本
《
写
真
①
②
》

義
経
の
『
平
家
物
語
』
で
の
武
将
と
し
て
の
活

躍
ぶ
り
を
補
う
よ
う
に
、
平
治
の
乱
に
敗
北
し
た

源
義
朝
の
子
と
し
て
育
っ
た
不
遇
な
生
い
立
ち
、

平
氏
追
討
後
の
兄
頼
朝
と
の
対
立
、
奥
州
平
泉
の

高
館
で
の
自
刃
と
い
う
悲
劇
的
な
末
路
に
つ
い
て

重
点
的
に
描
い
た
伝
記
物
語
。
本
書
は
、
各
冊
の

は
っ
け

け
ん

だ

通
し
番
号
と
し
て
、「
八
卦
」
の
「
乾
」・「
兌
」・

り

し
ん

そ
ん

か
ん

ご
ん

こ
ん

「
離
」・「
震
」・「
巽
」・「
坎
」・「
艮
」・「
坤
」
の

字
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
義
経
記
』
に

は
、『
判
官
物
語
』
系
統
お
よ
び
流
布
本
系
統
の

写
本
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
本
書
は
、
内
容
お
よ

び
形
式
か
ら
後
者
の
本
文
を
持
つ
伝
本
で
あ
る
。

２
『
義
経
記
』（
同
）
一
冊
〈
巻
三
の
み
〉
絵
入

り
刊
本

『
義
経
記
』
巻
三
で
は
、
弁
慶
の
話
を
載
せ
る
。

本
書
は
、
表
紙
に
「
武
蔵
房
弁
慶
」
と
、
墨
書
き

が
あ
る
。
十
四
行
。

３
『
天
狗
之
内
裏
遇
言
語
』（
て
ん
ぐ
の
だ
い
り

ぐ
う
げ
ん
か
た
り
）
一
冊
〈
一
〜
十
一
段
〉
慶
応

二
年
（
一
八
六
六
）
写

源
義
経
の
鞍
馬
山
中
修
行
伝
説
を
素
材
と
し
て

つ
く
ら
れ
た
御
伽
草
子
。

４
『
曽
我
物
語
』（
そ
が
も
の
が
た
り
）
三
冊
〈
全
十
二
巻
の
う
ち
、
巻
一
、
九
、
十
二
が
存
〉

寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
刊

絵
入
り
版
本

建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
五
月
に
起
き
た
、
曽
我
十
郎
祐
成
・
五
郎
時
致
兄
弟
が
父
親
の
仇
で

あ
る
工
藤
祐
経
を
討
っ
た
事
件
を
題
材
に
し
た
軍
記
物
語
。

５
『
曽
我
物
語
』（
同
）
四
冊
〈
全
十
二
巻
の
う
ち
、
巻
二
、
三
、
五
、
八
が
存
〉
絵
入
り
版
本

６
『
曽
我
物
語
』（
同
）
二
冊
〈
全
十
二
巻
の
う
ち
、
巻
三
、
四
が
存
〉
絵
入
り
版
本

Ｂ
５
『
曽
我
物
語
』
と
同
じ
版
か
。

７
『
曽
我
物
語
』（
同
）
一
冊
〈
全
十
二
巻
の
う
ち
、
巻
二
が
存
〉
絵
入
り
版
本

８
『
曽
我
物
語
』（
同
）
一
冊
〈
全
十
二
巻
の
う
ち
、
巻
六
が
存
〉

（
髙
寺
）

Ｃ

室
町
軍
記
と
そ
の
周
辺

１
『
永
享
記
』（
え
い
き
ょ
う
き
）
一
冊
〈
一
巻
〉

寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
写
《
写
真
③
④
》

永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
に
起
こ
っ
た
永
享
の

乱
と
続
く
結
城
合
戦
を
描
く
軍
記
。『
永
享
記
』

諸
本
は
収
録
す
る
章
段
に
よ
っ
て
五
系
統
に
分
類

さ
れ
る
が
、
松
林
本
は
「
憲
実
出
家
事
」
か
ら

「
早
雲
蜂
起
事
」
の
十
三
の
章
段
を
収
め
て
い
て
、

こ
の
五
系
統
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
現
在
確
認

さ
れ
て
い
る
『
永
享
記
』
諸
伝
本
に
は
な
い
形
を

と
る
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
。
内
題
の
「
永
享
記
」

の
下
に
「
一
名

道
灌
記
」
と
見
え
る
。
な
お
、

蔵
書
印
は
Ｃ
２
『
長
禄
記
』
と
同
じ
、
ま
た
奥
書

か
ら
、
伝
記
や
戦
記
の
収
集
で
知
ら
れ
る
「
如
松

子
」（
福
住
道
祐
）
が
旧
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

写真①写真②

写真④ 写真③

甲南女子大学研究紀要Ⅰ 第 56号（2020年 3月） （２）



２
『
長
禄
記
』（
ち
ょ
う
ろ
く
き
）
一
冊
〈
一
巻
〉

万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
写
《
写
真
⑤
⑥
》

長
禄
年
間
か
ら
文
正
年
間
（
一
四
五
七
〜
一
四

六
六
）
に
起
こ
っ
た
畠
山
氏
の
内
紛
を
描
い
た
軍

記
。『
長
禄
記
』
に
は
簡
略
型
の
本
文
を
持
つ
伝

本
と
文
芸
的
な
記
述
を
持
つ
伝
本
の
二
種
類
が
あ

る
が
、
松
林
本
は
後
者
の
本
文
を
持
つ
。
ま
た
、

『
長
禄
記
』
伝
本
に
多
く
見
ら
れ
る
「
文
明
十
四

年
仲
春
下
旬
写
本
云
々

河
内
若
江
城
守
祐
全
」

と
い
う
奥
書
も
有
す
る
。「
萬
治
二
年
巳
亥
五
月

十
五
日
考
之

松
山
庄
右
衛
門
友
春
所
写
也

如

松
子
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
Ｃ
１
『
永
享
記
』
と

共
に
福
住
道
祐
の
所
蔵
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

３
『
桜
雲
記
』（
お
う
う
ん
き
）
一
冊
〈
上
中
下

三
巻
〉
写
本

後
醍
醐
天
皇
即
位
か
ら
南
北
朝
の
争
乱
、
南
北
朝
合
一
を
経
て
、
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
に

赤
松
家
の
残
党
が
南
朝
の
新
帝
を
害
し
神
璽
を
奪
う
事
件
ま
で
を
編
年
的
に
描
い
た
軍
記
。
江
戸

時
代
前
期
の
成
立
で
、
作
者
は
徳
川
家
光
に
仕
え
た
浅
羽
成
儀
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

４
『
桜
雲
記
』（
同
）
二
冊
〈
中
下
二
巻
〉
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
写

「
朽
木
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
旗
本
朽
木
家
が
所
蔵
し
て
い
た
写
本
で
あ
る
。

５
『
応
仁
記
』（
お
う
に
ん
き
）
二
冊
〈
上
下
二
巻
〉
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
刊

応
仁
の
乱
を
描
く
軍
記
。
江
戸
時
代
に
は
『
承
久
記
』『
明
徳
記
』
と
と
も
に
「
三
代
記
」
と

称
せ
ら
れ
た
。『
応
仁
記
』
に
は
一
巻
本
・
二
巻
本
・
三
巻
本
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
松
林
本
は

三
巻
本
よ
り
先
出
と
さ
れ
る
二
巻
本
で
あ
る
。

６
『
重
編
応
仁
記
』（
じ
ゅ
う
へ
ん
お
う
に
ん
き
）
二
〇
冊
〈
巻
一
〜
二
〇
〉
文
政
六
年
（
一
八

二
三
）
刊

応
仁
の
乱
を
中
心
に
戦
国
時
代
の
合
戦
ま
で
描
い
た
軍
書
。
宝
永
年
間
（
一
七
〇
四
〜
一
七
一

一
）
に
成
立
、
作
者
は
小
林
正
甫
。「
応
仁
前
記
」「
応
仁
広
記
」「
応
仁
後
記
」「
続
応
仁
後
記
」

か
ら
成
る
。

７
『
野
馬
台
詩
余
師
』（
や
ま
た
い
し
よ
し
）
一
冊
〈
一
巻
〉
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
刊

『
野
馬
台
詩
』
の
注
釈
書
。「
論
語
」
な
ど
の
四
書
を
は
じ
め
多
く
の
経
籍
に
注
釈
を
附
し
て
出

版
さ
れ
た
『
経
典
余
師
』
シ
リ
ー
ズ
の
中
の
一
冊
。『
野
馬
台
詩
』
は
九
世
紀
初
頭
に
中
国
か
ら

伝
来
し
た
と
さ
れ
る
予
言
書
。
日
本
の
終
末
を
予
言
し
た
未
来
記
と
さ
れ
、
様
々
な
解
釈
が
加
え

ら
れ
た
。『
応
仁
記
』
の
中
に
は
、
冒
頭
に
『
野
馬
台
詩
』
と
そ
の
注
釈
を
載
せ
る
も
の
が
あ
る
。

８
『
野
馬
台
詩
国
字
抄
』（
や
ま
た
い
し
こ
く
じ
し
ょ
う
）
一
冊
〈
一
巻
〉
天
保
九
年
（
一
八
三

八
）
刊

『
野
馬
台
詩
』
の
注
釈
書
。

９
『
野
馬
台
文
』（
や
ま
た
い
ぶ
ん
）
一
冊
〈
一
巻
〉
写
本

『
野
馬
台
詩
』
の
注
釈
書
か
。

『
鎌
倉
大
草
子
』（
か
ま
く
ら
お
お
ぞ
う
し
）
一
冊
〈
一
巻
〉
写
本

康
暦
元
年
（
一
三
七
九
）
か
ら
文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
ま
で
の
、
主
に
鎌
倉
公
方
と
管
領

に
関
わ
る
関
東
各
地
の
戦
闘
を
描
い
た
軍
記
。
松
林
本
は
『
史
籍
集
覧
』
所
収
本
の
上
中
下
巻
の

う
ち
、
中
巻
に
あ
た
る
部
分
を
持
た
ず
、
上
巻
と
下
巻
の
巻
も
分
け
な
い
。

『
宗
像
軍
記
』（
む
な
か
た
ぐ
ん
き
）
一
冊
〈
一
巻
〉
写
本

筑
前
国
宗
像
大
宮
司
家
の
一
族
の
軍
記
。

（
山
上
）

Ｄ

戦
国
軍
記
と
そ
の
周
辺

Ｄ
Ⅰ
織
田
信
長
の
抬
頭

１
『
桶
狭
間
軍
記
』（
お
け
は
ざ
ま
ぐ
ん
き
）
三
冊
合
本
〈
上
中
下
三
巻
〉
刊
本

桶
狭
間
の
戦
い
を
描
く
読
本
。
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
川
中
島
の
戦
い
や
山
崎

合
戦
な
ど
を
題
材
と
し
た
読
本
が
、
山
口
屋
藤
兵
衛
を
板
元
と
す
る
三
冊
仕
立
て
の
体
裁
で
次
々

と
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
作
者
は
禁
多
楼
仙
果
、
色
刷
の
挿
絵
は
一
梅

斎
芳
春
の
画
で
あ
る
。

２
『
石
山
軍
鑑
』（
い
し
や
ま
ぐ
ん
か
ん
）
六
十
冊
〈
前
編
三
十
巻

後
編
三
十
巻
〉
写
本

信
長
と
本
願
寺
の
戦
い
を
描
く
軍
記
。
当
時
の
本
願
寺
は
現
在
の
大
阪
城
が
あ
る
石
山
に
あ
っ

写真⑥ 写真⑤
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り
ゅ
う
じ
け
ん

た
た
め
、
こ
の
戦
い
を
石
山
合
戦
と
呼
ぶ
。
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）、
立
耳
軒
著
。

３
『
石
山
軍
記
』（
い
し
や
ま
ぐ
ん
き
）
一
冊
〈
上
下
二
巻
〉
写
本

『
石
山
軍
鑑
』
を
『
石
山
軍
記
』
と
も
称
す
る
。『
石
山
軍
記
』
の
抄
出
本
。
章
段
名
は
な
い
。

４
『
石
山
軍
鑑
』（
同
）
一
冊
〈
一
巻
〉
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
写

『
石
山
軍
記
』
の
「
信
長
石
山
攻
評
定
并
羽
柴
秀
吉
諫
言
之
事
」
以
下
の
九
章
を
抜
書
し
た
も

の
。

５
『
石
山
軍
記
』（
同
）【
大
坂
石
山
軍
記
（
お
お
さ
か
い
し
や
ま
ぐ
ん
き
）】
一
冊
〈
上
下
二
巻
〉

写
本『

石
山
軍
記
』
の
抄
出
本
。

６
『
石
山
軍
記
談
』（
い
し
や
ま
ぐ
ん
き
だ
ん
）
一
冊
〈
第
一
回
〜
十
五
回
〉
大
正
三
年
（
一
九

一
四
）
刊

「
布
教
百
家
叢
書
」
の
第
五
編
。
大
富
秀
賢
編
。
西
村
護
法
館
発
行
。
石
山
合
戦
を
題
材
と
し

た
小
説
。

７
『
明
智
物
語
』（
あ
け
ち
も
の
が
た
り
）
一
冊
〈
一
巻
〉
写
本

明
智
氏
の
発
祥
か
ら
明
智
光
秀
の
横
死
ま
で
を
描
く
。

８
『
天
正
軍
談
』（
て
ん
し
ょ
う
ぐ
ん
だ
ん
）
三
冊
〈
一
巻
〉
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
写

秀
吉
と
明
智
光
秀
が
戦
っ
た
天
王
山
の
戦
い
等
、
戦
国
時
代
の
合
戦
談
を
集
め
た
も
の
か
。

（
山
上
）

Ｄ
Ⅱ
豊
臣
秀
吉
の
全
国
制
覇

１
『
太
閤
記
』（
た
い
こ
う
き
）
十
冊
〈
巻
一
〜
二
二
〉
刊
本

お

ぜ

ほ
あ
ん

秀
吉
の
一
代
記
。
作
者
は
小
瀬
甫
庵
。
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
の
序
を
持
つ
。

２
『
太
閤
真
顕
記
』（
た
い
こ
う
し
ん
け
ん
き
）
一
二
〇
冊
〈
全
十
二
編
三
六
〇
巻
〉
写
本
《
写

真
⑦
》

江
戸
時
代
に
流
行
し
た
秀
吉
に
関
す
る
軍
談
講
釈
を
小
説
化
し
た
実
録
。
秀
吉
の
誕
生
か
ら
死

ま
で
を
描
く
。
大
部
の
作
品
で
あ
り
、
現
存
す
る
伝
本
で
全
編
揃
っ
て
い
る
も
の
は
多
く
な
く
、

松
林
本
は
貴
重
な
伝
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
三
冊
の
最
終
章
「
斎
藤
道
三
信
長
に
対
面
の
事

并
武
蔵
守
信
行
誅
せ
ら
る
る
事
」
に
写
し
間
違
い
が
あ
り
、
末
尾
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
惜
し
ま

れ
る
。

３
『
太
閤
真
顕
記
』（
同
）
六
一
冊
〈
全
十
二
編

三
六
〇
巻
の
う
ち
、
第
七
編
巻
一
・
巻
三
、
第
十

二
編
巻
一
は
欠
〉
文
政
二
・
三
年
（
一
八
一
九
・

二
〇
）
写

４
『
太
閤
真
顕
記
』（
同
）
九
冊
〈
全
十
二
編
三

六
〇
巻
の
う
ち
、
初
編
巻
一
〜
十
二
・
巻
十
九
〜

三
〇
、
第
二
編
巻
一
〜
三
〇
が
存
〉
写
本

５
『
太
閤
真
顕
記
』（
同
）
七
冊
〈
全
十
二
編
三

六
〇
巻
の
う
ち
、
第
二
編
巻
四
〜
六
、
第
四
編
巻

十
〜
十
二
、
第
九
編
巻
十
三
〜
十
五
、
第
十
編
巻

十
三
〜
十
五
、
第
十
一
編
巻
二
五
〜
二
七
、
第
十

二
編
巻
十
〜
十
二
・
二
二
〜
二
四
が
存
〉
写
本

６
『
太
閤
真
顕
記
』（
同
）【
改
撰
実
録
増
補
太
閤
真
顕
記
（
か
い
せ
ん
じ
つ
ろ
く
ぞ
う
ほ
た
い
こ

う
し
ん
け
ん
き
）】
十
三
冊
〈
全
十
二
編
三
六
〇
巻
の
う
ち
、
初
編
巻
一
〜
六
・
十
三
〜
十
八
・

二
五
〜
二
七
・
三
〇
、
第
三
編
巻
四
〜
十
二
・
十
六
〜
二
四
・
二
八
〜
三
〇
が
存
〉
写
本

『
太
閤
真
顕
記
』
の
一
部
を
抄
出
し
た
も
の
か
。

７
『
写
本
太
閤
記
』（
し
ゃ
ほ
ん
た
い
こ
う
き
）
二
八
冊
〈
七
編
八
四
巻
〉
安
政
六
年
（
一
八
五

九
）
写

内
題
を
「
太
閤
真
顕
記
」
と
す
る
が
、『
絵
本
太
閤
記
』
の
本
文
を
書
写
し
た
も
の
か
。

８
『
真
書
太
閤
記
』（
し
ん
し
ょ
た
い
こ
う
き
）
七
二
冊
〈
全
十
二
編
三
六
〇
巻
〉
天
保
四
年

（
一
八
三
三
）
写

外
題
・
内
題
と
も
に
『
真
書
太
閤
記
』
と
す
る
が
、
本
文
は
『
太
閤
真
顕
記
』
に
近
い
。『
太

閤
真
顕
記
』
に
は
『
真
書
太
閤
記
』
と
称
す
る
伝
本
も
あ
る
。

９
『
真
書
太
閤
記
』（
同
）
十
三
冊
〈
全
十
二
編
三
六
〇
巻
の
う
ち
、
第
三
編
巻
二
二
、
第
六
編

巻
三
・
四
、
第
十
編
巻
三
・
二
八
、
第
十
二
編
巻
三
・
四
・
九
〜
十
一
・
十
五
・
二
九
・
三
〇
が

存
〉
写
本

秀
吉
の
江
戸
時
代
最
後
の
一
代
記
。
栗
原
柳
庵
編
著
。

写真⑦
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『
真
書
太
閤
記
』（
同
）
九
冊
〈
全
十
二
編
三
六
〇
巻
の
う
ち
、
第
四
編
巻
一
〜
六
、
巻
十
〜

三
〇
が
存
〉
写
本

『
太
閤
真
顕
記
』（
同
）【
真
顕
太
閤
記
（
し
ん
け
ん
た
い
こ
う
き
）】
十
三
冊
〈
全
十
二
編
三

六
〇
巻
の
う
ち
、
第
二
編
巻
一
・
三
〜
五
・
七
〜
十
、
第
四
編
巻
一
〜
九
・
十
六
〜
十
八
・
二
二

〜
二
四
・
二
八
〜
三
〇
が
存
〉
写
本

『
絵
本
太
閤
記
』（
え
ほ
ん
た
い
こ
う
き
）
七
七
冊
〈
全
七
編
八
四
巻
の
う
ち
、
第
六
編
巻
六

〜
十
二
が
欠
〉
写
本

秀
吉
の
絵
入
り
の
一
代
記
。
武
内
確
斎
著
。『
太
閤
真
顕
記
』
等
の
実
録
写
本
に
依
拠
し
、
挿

絵
を
入
れ
た
も
の
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
刊
行
さ
れ
た

が
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
幕
府
か
ら
絶
版
を
命
じ
ら
れ
た
。

『
太
閤
昇
進
録
』（
た
い
こ
う
し
ょ
う
し
ん
ろ
く
）
一
冊
〈
一
巻
〉
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

写『
太
閤
記
』
三
六
〇
巻
を
要
約
し
た
も
の
か
。

『
無
双
昇
進
録
』（
む
そ
う
し
ょ
う
し
ん
ろ
く
）
十
一
冊
〈
不
明
〉
写
本

江
戸
時
代
の
太
閤
物
の
一
作
品
か
。

『
天
正
軍
談
山
崎
合
戦
』（
て
ん
し
ょ
う
ぐ
ん
だ
ん
や
ま
ざ
き
か
っ
せ
ん
）
三
冊
〈
上
中
下
三

巻
〉
写
本

信
長
を
討
っ
た
明
智
光
秀
と
秀
吉
が
戦
っ
た
山
崎
合
戦
（
天
王
山
の
戦
い
）
を
描
く
軍
記
。

『
賤
ヶ
嶽
合
戦
』（
し
ず
が
だ
け
か
っ
せ
ん
）
四
冊
〈
巻
一
〜
四
〉
写
本

秀
吉
と
柴
田
勝
家
が
滋
賀
県
の
賤
ケ
岳
付
近
で
戦
っ
た
賤
ケ
岳
の
戦
い
を
描
く
軍
記
。

『
長
久
手
記
』（
な
が
く
て
き
）
一
冊
〈
一
巻
〉
写
本

の
ぶ
か
つ

秀
吉
と
家
康
・
織
田
信
雄
（
信
長
二
男
）
が
戦
っ
た
小
牧
長
久
手
の
合
戦
を
描
く
軍
記
。

『
遠
州
長
久
手
戦
記
』（
え
ん
し
ゅ
う
な
が
く
て
せ
ん
き
）
一
冊
〈
一
巻
〉
写
本

『
四
戦
紀
聞
』
の
第
四
巻
『
尾
州
長
久
手
戦
記
』
と
同
じ
も
の
か
。

『
豊
臣
鎮
西
軍
記
』（
と
よ
と
み
ち
ん
ぜ
い
ぐ
ん
き
）
十
冊
〈
巻
一
〜
三
〇
〉
写
本

秀
吉
の
九
州
平
定
ま
で
の
経
緯
を
、
武
将
等
の
逸
話
で
記
述
す
る
通
俗
的
な
作
品
。
（
山
上
）

Ｄ
Ⅲ

徳
川
家
康
の
覇
権
争
奪

１
『
慶
長
最
上
陣
』（
け
い
ち
ょ
う
も
が
み
じ
ん
）
一
冊
〈
一
巻
〉
写
本

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
上
山
・
長
谷
堂
合
戦
を
描
い
た
軍
記
。

２
『
岡
﨑
物
語
』（
お
か
ざ
き
も
の
が
た
り
）
一
冊
〈
上
中
下
巻
〉
写
本

家
康
の
一
代
記
。
上
巻
は
、
家
康
幼
時
か
ら
遠
江
に
進
入
し
て
い
た
武
田
の
軍
勢
を
追
い
払
っ

た
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
高
天
神
城
の
戦
い
ま
で
を
描
く
。
中
巻
は
、
天
正
一
〇
年
（
一
五
八

二
）
か
ら
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
ま
で
の
記
録
。
下
巻
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
会
津

征
伐
か
ら
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
の
家
康
の
薨
去
ま
で
を
書
き
留
め
る
。

３
『
参
河
後
風
土
記

初
編
後
編
』（
み
か
わ
ご
ふ
ど
き

し
ょ
へ
ん
こ
う
へ
ん
）
二
二
冊
〈
巻

一
〜
四
五
〉
写
本

徳
川
氏
の
遠
祖
の
系
譜
か
ら
筆
を
起
こ
す
。
序
文
に
「
慶
長
十
五
年
寅
戌
五
月
吉
日
平
岩
主
計

頭
親
吉
自
記
」
と
あ
り
、
家
康
の
直
臣
平
岩
親
吉
に
よ
る
『
三
河
後
風
土
記
』
の
類
か
。

４
『
三
河
後
風
土
記
茎
葉
集
』（
み
か
わ
ご
ふ
ど
き
け
い
よ
う
し
ゅ
う
）
十
三
冊
〈
巻
一
〜
二
二
〉

写
本

５
『
三
川
後
風
土
記
精
細
集
書
』（
み
か
わ
ご
ふ
ど
き
せ
い
さ
い
し
ゅ
う
し
ょ
）
十
八
冊
〈
巻
四

〇
〜
五
八
、
巻
四
三
欠
〉
写
本

６
『
松
平
啓
運
記
』（
ま
つ
だ
い
ら
け
い
う
ん
き
）
一
冊
〈
一
巻
〉
写
本

書
名
が
類
似
し
て
い
る
も
の
に
、『
松
平
崇
宗
啓
運
記
』（
ま
つ
だ
い
ら
す
う
そ
う
け
い
う
ん

き
）、『
松
平
啓
運
録
』（
ま
つ
だ
い
ら
け
い
う
ん
ろ
く
）、『
啓
運
記
』（
け
い
う
ん
き
）、『
松
平
崇

宗
開
運
記
』（
ま
つ
だ
い
ら
す
う
そ
う
か
い
う
ん
ろ
く
）
が
あ
る
。

７
『
関
ヶ
原
大
全
』（
せ
き
が
は
ら
た
い
ぜ
ん
）
二
八
冊
〈
巻
一
〜
三
一
、
巻
一
・
十
一
・
二
七

欠
〉
写
本

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
合
戦
の
顛
末
を
記
し
た
も
の
。
石
田
三
成
の
挙
兵
に
筆
を

起
こ
し
、
合
戦
で
勝
利
し
天
下
平
定
を
導
い
た
徳
川
氏
を
称
揚
し
て
筆
を
置
く
。

８
『
関
ヶ
原
軍
記
』（
せ
き
が
は
ら
ぐ
ん
き
）
五
冊
〈
巻
一
〜
巻
十
五
、
巻
十
三
・
十
四
・
十
五

欠
〉
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
写

９
『
関
ヶ
原
大
全
』（
同
）
十
七
冊
〈
巻
一
〜
六
二
〉
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
写

末
尾
に
「
山
本
充
至
写
之
」
と
あ
る
。「
兵
書
曰
」
と
し
て
、
関
ヶ
原
発
端
の
事
か
ら
説
き
明
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か
し
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
に
秀
忠
が
征
夷
大
将
軍
の
宣
下
を
受
け
る
ま
で
を
記
す
。

『
関
ケ
原
軍
記
』（
同
）
七
冊
〈
巻
一
〜
三
二
〉
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
写

『
大
坂
物
語
』（
お
お
さ
か
も
の
が
た
り
）
二
冊
〈
上
下
巻
〉
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
写

く
び
ち
ょ
う

慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）・
二
〇
年
の
大
阪
の
陣
を
記
録
し
た
軍
記
。
巻
末
に
「
首
長
」
を

付
記
す
る
こ
と
か
ら
、『
大
坂
物
語
』
整
版
本
を
写
し
た
も
の
か
。

『
難
波
戦
記
』（
な
ん
ば
せ
ん
き
）
六
冊
〈
巻
一
〜
六
〉
写
本

大
阪
の
冬
の
陣
と
夏
の
陣
を
記
録
し
た
軍
記
。
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
三
宅
可
参
の
序
を

有
す
る
。

『
難
波
戦
記
』（
同
）
十
二
冊
〈
巻
二
〜
十
四
、
巻
一
、
十
三
、
十
五
欠
〉
天
保
十
年
（
一
八

三
九
）
写

『
難
波
戦
記
』（
同
）
十
冊
〈
巻
一
〜
五
〉
写
本

Ｄ
Ⅲ

『
難
波
戦
記
』
と
同
じ
く
三
宅
可
参
に
よ
る
序
文
有
り
。
布
陣
図
入
り
。

『
難
波
戦
記
』（
同
）
二
冊
〈
巻
十
五
〜
十
六
、
二
三
〉
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
写

『
難
波
戦
記
』（
同
）
十
冊
〈
巻
一
〜
二
〇
〉
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
写

『
難
波
戦
記
大
全
』（
な
ん
ば
せ
ん
き
た
い
ぜ
ん
）
二
冊
〈
巻
一
〜
二
〇
〉

本
書
は
、
田
丸
具
房
（
常
山
）
が
補
注
し
た
伝
本
。

『
難
波
戦
記
大
全
』（
同
）
一
冊
〈
巻
一
〜
十
二
〉
写
本

『
浪
華
戦
記
大
全
実
録
』（
な
に
わ
せ
ん
き
た
い
ぜ
ん
じ
つ
ろ
く
）
九
冊
〈
巻
一
〜
三
〇
の
う

ち
、
巻
五
、
六
、
十
一
、
十
二
欠
〉
写
本

大
阪
冬
の
陣
（
一
六
一
四
）
と
夏
の
陣
（
一
六
一
五
）
に
つ
い
て
、
他
の
軍
記
お
よ
び
家
伝
に

よ
っ
て
評
注
を
加
え
た
も
の
。

『
浪
華
戦
記
大
全
実
録
』（
同
）
十
冊
〈
巻
一
〜
三
〇
〉
写
本

『
難
波
冬
夏
軍
記
』（
な
に
わ
ふ
ゆ
な
つ
ぐ
ん
き
）
一
冊
〈
巻
一
〜
三
〉
写
本

『
厭
蝕
太
平
楽
記
』（
え
ん
し
ょ
く
た
い
へ
い
ら
く
き
）
六
冊
〈
巻
一
〜
六
〉
写
本

大
阪
の
陣
の
真
田
幸
村
を
題
材
に
し
た
軍
記
。

『
厭
蝕
太
平
楽
記
』（
同
）
十
五
冊
〈
巻
一
〜
三
〇
〉
写
本

『
厭
蝕
太
平
記
』（
え
ん
し
ょ
く
た
い
へ
い
き
）
十
五
冊
〈
巻
一
〜
三
〇
〉
写
本

『
於
安
女
話
』（
お
あ
ん
じ
ょ
ば
な
し
）〈
一
巻
〉
一
冊

昭
和
四
二
年
（
一
九
六
七
）
刊

石
田
三
成
に
仕
え
て
い
た
山
田
去
暦
（
上
野
）
の
体
験
を
ま
と
め
た
軍
記
。

『
四
戦
紀
聞
』（
し
せ
ん
き
ぶ
ん
）
四
冊
〈
巻
一
〜
四
〉
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
刊

家
康
が
関
わ
っ
た
合
戦
で
も
特
に
重
要
な
姉
川
合
戦
（
一
五
七
〇
）、
三
方
原
合
戦
（
一
五
七

三
）、
長
篠
合
戦
（
一
五
七
五
）、
長
久
手
合
戦
（
一
五
八
四
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
経
緯
を
記
し
た
軍

記
。
根
岸
直
利
編
集
、
木
村
高
敦
校
正
。

『
四
戦
紀
聞
』（
同
）
三
冊
〈
巻
一
〜
四
〉
写
本

『
校
正
四
戦
記
聞
大
全
』（
こ
う
せ
い
し
せ
ん
き
ぶ
ん
た
い
ぜ
ん
）
十
冊
〈
巻
一
〜
十
六
〉
写

本
『
実
録
薩
琉
軍
談
』（
じ
つ
ろ
く
さ
つ
り
ゅ
う
ぐ
ん
だ
ん
）
二
冊
〈
巻
一
〜
六
〉
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
写

慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）、
島
津
氏
に
よ
る
琉
球
征
伐
に
関
す
る
記
事
。

『
嶋
津
琉
球
軍
談
』（
し
ま
づ
り
ゅ
う
き
ゅ
う
ぐ
ん
だ
ん
）
二
冊
〈
上
下
巻
〉
写
本

『
嶋
津
琉
球
軍
精
記
』（
し
ま
づ
り
ゅ
う
き
ゅ
う
ぐ
ん
せ
い
き
）
五
冊
〈
巻
一
〜
二
二
〉
写
本

『
嶋
原
記
』（
し
ま
ば
ら
き
）
一
冊
〈
上
下
巻
〉
写
本

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
起
こ
っ
た
島
原
の
乱
の
軍
記
。

『
天
草
軍
記
』（
あ
ま
く
さ
ぐ
ん
き
）
四
冊
〈
巻
一
〜
三
〇
〉
写
本

島
原
の
一
揆
に
続
い
て
勃
発
し
た
天
草
の
一
揆
の
顛
末
を
記
す
。

『
天
草
軍
記
』（
同
）
十
冊
〈
巻
一
〜
二
一
〉
写
本

『
御
記
録
金
ヶ
先
嵜
退
口
合
戦
』（
ご
き
ろ
く
か
ね
が
さ
き
の
き
ぐ
ち
か
っ
せ
ん
）
一
冊
〈
一

巻
〉
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
写

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）、
信
長
が
越
前
朝
倉
氏
を
攻
略
中
に
、
近
江
浅
井
氏
の
離
反
に
遭
っ

て
退
却
し
た
合
戦
の
記
録
。

『
徳
川
将
軍
録
』（
と
く
が
わ
し
ょ
う
ぐ
ん
ろ
く
）
一
冊
〈
巻
一
〜
十
五
〉
写
本

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
か
ら
寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
）
ま
で
の
徳
川
将
軍
に
関
す
る
編
年

体
の
記
録
。

『
慶
安
記
聞
書
』（
け
い
あ
ん
き
き
き
が
き
）
五
冊
〈
巻
一
〜
五
〉
写
本

『
今
古
実
録
慶
安
太
平
記
』（
き
ん
こ
じ
つ
ろ
く
け
い
あ
ん
た
い
へ
い
き
）
三
冊
〈
上
中
下
巻
〉

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
刊

『
慶
安
前
秘
録
』（
け
い
あ
ん
ぜ
ん
ひ
ろ
く
）
一
冊
〈
一
巻
〉
写
本
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『
慶
安
太
平
記
』（
け
い
あ
ん
た
い
へ
い
き
）
五
冊
〈
巻
一
〜
十
〉
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

写
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
に
起
き
た
慶
安
事
件
（
由
井
正
雪
の
乱
）
を
も
と
に
、
巷
説
や
風
説

な
ど
を
交
え
て
実
録
風
の
小
説
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
。

『
慶
安
太
平
記
』（
同
）
十
冊
〈
巻
一
〜
十
〉
写
本

『
慶
安
賊
説
弁
』（
け
い
あ
ん
ぞ
く
ぜ
つ
べ
ん
）
四
冊
〈
巻
一
〜
十
〉
文
化
十
一
年
（
一
八
一

四
）
写

（
髙
寺
）

Ｄ
Ⅳ
武
将
記
・
家
記

１
『
最
上
義
光
物
語
』（
も
が
み
よ
し
あ
き
も
の
が
た
り
）【
義
光
物
語
（
よ
し
あ
き
も
の
が
た

り
）】
二
冊
〈
上
下
二
巻
〉
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
写

東
北
の
戦
国
武
将
最
上
義
光
の
一
代
記
。
作
者
は
最
上
家
の
遺
臣
で
あ
る
。

２
『
最
上
義
光
物
語
』（
同
）【
義
光
物
語
（
同
）】
二
冊
〈
上
下
二
巻
〉
文
政
十
三
年
（
一
八
三

〇
）
写

３
『
最
上
義
光
物
語
』（
同
）【
義
光
物
語
（
同
）】
一
冊
〈
一
巻
〉
写
本

『
最
上
義
光
物
語
』
上
巻
の
二
章
段
と
下
巻
の
一
章
段
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
。

４
『
最
上
義
光
物
語
』（
同
）【
義
秋
物
語
（
同
）】
二
冊
〈
上
下
二
巻
〉
写
本

５
『
最
上
義
光
物
語
』（
同
）
一
冊
〈
上
下
二
巻
〉
写
本

６
『
最
上
義
光
物
語
』（
同
）【
最
上
義
光
公
一
代
記
（
も
が
み
よ
し
あ
き
こ
う
い
ち
だ
い
き
）】

一
冊
〈
一
巻
〉
写
本

『
最
上
義
光
物
語
』
上
巻
の
九
章
段
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
。

７
『
会
津
資
料
叢
書
』（
あ
い
づ
し
り
ょ
う
そ
う
し
ょ
）
二
冊
〈
巻
一
・
三
〉
大
正
六
年
（
一
九

一
七
）
刊

８
『
伊
達
実
録
』（
だ
て
じ
つ
ろ
く
）
一
冊
〈
巻
一
〜
十
四
〉
写
本

江
戸
時
代
前
期
に
起
こ
っ
た
仙
台
藩
の
お
家
騒
動
で
あ
る
伊
達
騒
動
を
描
い
た
作
品
。

９
「
天
正
十
三
年
十
一
月
十
七
日
仙
道
人
取
橋
御
合
戦
之
図
」（
せ
ん
ど
う
ひ
と
と
り
ば
し
お
ん

か
っ
せ
ん
の
ず
）
一
枚

天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
写
《
写
真
⑧
⑨
》

天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）、
福
島
県
の
人
取
橋
付
近
で
伊
達
政
宗
と
佐
竹
氏
等
が
戦
っ
た
人

取
橋
の
戦
い
を
描
く
合
戦
地
図
。

『
春
日
山
日
記
』（
か
す
が
や
ま
に
っ
き
）
五

冊
〈
巻
一
〜
三
〇
〉
写
本

上
杉
謙
信
の
語
録
や
軍
法
を
中
心
と
し
た
一
代

記
。『

信
州
川
中
島
軍
記
』（
し
ん
し
ゅ
う
か
わ
な

か
じ
ま
ぐ
ん
き
）
一
冊
〈
巻
一
〜
三
〉
写
本

『
川
中
島
五
戦
記
』
を
抄
出
し
た
も
の
か
。

『
川
中
島
五
戦
記
』（
か
わ
な
か
じ
ま
ご
せ
ん

き
）
六
冊
〈
巻
一
〜
六
〉
安
政
二
年
（
一
八
五

五
）
写

川
中
島
合
戦
に
関
す
る
上
杉
家
側
の
伝
承
を
記

し
た
も
の
。

『
信
州
川
中
島
五
戦
記

評
林
』（
し
ん
し
ゅ

う
か
わ
な
か
じ
ま
ご
せ
ん
き

ひ
ょ
う
り
ん
）
一

冊
〈
一
巻
〉
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
写

『
川
中
島
五
戦
記
』
の
内
容
を
解
説
し
た
も
の

か
。『

武
田
三
代
軍
記
』（
た
け
だ
さ
ん
だ
い
ぐ
ん

き
）
二
二
冊
〈
巻
一
〜
二
二
〉
享
保
五
年
（
一
七

二
〇
）
刊

武
田
信
虎
・
信
玄
・
勝
頼
の
盛
衰
を
記
し
た
も

の
。『

信
玄
関
係
軍
記
抜
き
書
き
』（
し
ん
げ
ん
か

ん
け
い
ぐ
ん
き
ぬ
き
が
き
）
一
冊
〈
一
巻
〉
慶
安

四
年
（
一
六
五
一
）
写

武
田
信
玄
関
係
の
合
戦
を
い
く
つ
か
の
軍
記
か
ら
抜
書
し
た
も
の
か
。
布
陣
図
を
二
面
有
す

る
。

写真⑨ 写真⑧
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『
真
田
軍
功
家
伝
記

御
先
祖
之
事
』（
さ
な
だ
ぐ
ん
こ
う
か
で
ん
き

ご
せ
ん
ぞ
の
こ
と
）

一
冊
〈
一
巻
〉
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
写

真
田
信
之
（
幸
村
の
兄
）
の
戦
功
を
ま
と
め
た
も
の
。
家
康
な
ど
か
ら
の
手
紙
の
写
し
を
多
く

載
せ
る
。
表
紙
・
装
丁
の
類
似
か
ら
「
Ｅ
６
越
国
内
輪
弓
箭
」
と
同
シ
リ
ー
ズ
と
も
見
ら
れ
る
。

『
絵
本
真
田
三
代
記
』（
え
ほ
ん
さ
な
だ
さ
ん
だ
い
き
）
一
冊
〈
一
巻
〉
明
治
三
六
年
（
一
九

〇
三
）
刊

カ
ラ
ー
印
刷
の
絵
本
。
真
田
幸
村
の
子
大
助
が
、
大
坂
城
落
城
の
後
、
豊
臣
秀
頼
と
と
も
に
九

州
の
島
津
に
落
ち
た
、
と
い
う
内
容
で
終
わ
る
。

『
臼
杵
軍
記
』（
う
す
き
ぐ
ん
き
）
一
冊
〈
一
巻
〉
写
本

九
州
の
大
友
氏
の
重
臣
で
あ
っ
た
臼
杵
氏
の
軍
記
。

『
小
幡
景
憲
記
』（
お
ば
た
か
げ
の
り
き
）
一
冊
〈
一
巻
〉
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
写

戦
国
時
代
の
小
幡
景
憲
を
主
人
公
と
し
た
武
将
記
。
景
憲
は
甲
州
流
の
軍
学
者
と
し
て
も
知
ら

れ
る
。

『
石
川
正
西
聞
見
集
』（
い
し
か
わ
し
ょ
う
さ
い
ぶ
ん
け
ん
し
ゅ
う
）
一
冊
〈
二
巻
〉
昭
和
四

三
年
（
一
九
六
八
）
刊

埼
玉
県
立
図
書
館
編

松
井
松
平
家
家
老
の
石
川
正
西
が
藩
主
の
命
令
に
よ
り
数
十
年
の
見
聞
を
ま
と
め
た
記
録
。

『
元
和
三
勇
士
』（
げ
ん
な
さ
ん
ゆ
う
し
）
七
冊
〈
一
回
〜
二
五
回
〉
明
治
二
一
年
（
一
八
八

八
）
写

福
島
正
則
の
三
人
の
家
臣
を
主
人
公
に
し
た
物
語
か
。

（
山
上
）

Ｄ
Ⅴ

通
史
・
年
代
記

１
『
室
町
殿
日
記
』（
む
ろ
ま
ち
ど
の
に
っ
き
）
二
〇
冊
〈
巻
一
〜
二
〇
〉
写
本

２
『
奥
羽
軍
記
』（
お
う
う
ぐ
ん
き
）
一
冊
〈
一
巻
〉
写
本

３
『
羽
源
記
』（
う
げ
ん
き
）
十
冊
〈
巻
一
〜
二
〇
〉
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
写

別
名

『
奥
羽
軍
談
記
』（
お
う
う
ぐ
ん
だ
ん
き
）
と
も
称
す
る
。

４
『
奥
羽
越
畧
軍
記
』（
お
う
う
え
つ
ぐ
ん
り
ゃ
く
き
）
一
冊
〈
一
巻
〉
写
本

５
『
奥
羽
軍
記
』（
同
）
四
冊
〈
巻
二
〜
五
〉
写
本

別
名
『
奥
羽
軍
志
』（
お
う
う
ぐ
ん
し
）﹈

６
『
越
後
治
乱
記
』（
え
ち
ご
ち
ら
ん
き
）
一
冊
〈
巻
一
の
み
〉
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
写

７
『
甲
越
信
戦
録
』（
こ
う
え
つ
し
ん
せ
ん
ろ
く
）
二
冊
〈
上
下
巻
〉
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

刊８
『
蕗
原
拾
葉
』（
ふ
き
は
ら
し
ゅ
う
ょ
う
）
二
二
冊
〈
巻
一
〜
二
二
〉
昭
和
一
七
年
（
一
九
四

二
）
刊

信
濃
国
に
関
す
る
古
文
書
を
収
集
編
纂
し
た
叢
書
。
中
村
元
恒
・
元
起
編
。

（
髙
寺
）

Ｄ
Ⅵ

夜
話
・
逸
話
集

１
『
義
残
後
覚
』（
ぎ
ざ
ん
こ
う
か
く
）
七
冊
〈
巻
一
〜
七
〉
写
本

怪
談
や
奇
談
・
笑
話
な
ど
を
集
め
た
雑
記
。
実
在
に
人
物
と
し
て
秀
吉
や
信
長
な
ど
も
登
場
す

ぐ
け
ん

る
。
全
七
巻
・
八
五
話
を
収
め
る
。
奥
書
に
よ
る
と
、
愚
軒
が
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
に
ま
と

め
た
と
記
す
が
、
実
際
の
成
立
時
代
は
や
や
下
る
か
。

２
『
岩
渕
夜
話
』（
い
わ
ぶ
ち
や
わ
）
十
冊
〈
巻
一
〜
十
〉
写
本

家
康
の
誕
生
か
ら
そ
の
生
立
ち
や
軍
陣
な
ど
公
私
に
関
す
る
逸
話
六
六
話
を
、
年
代
順
に
仮
名

文
で
記
述
し
た
も
の
。
全
八
巻
。
成
立
年
代
は
明
確
で
は
な
い
が
、
武
蔵
国
岩
淵
の
宿
に
住
む
一

だ
い
ど
う
じ
ゆ
う
ざ
ん

人
の
翁
か
ら
の
聞
取
り
と
い
う
形
式
が
書
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。
大
道
寺
友
山
（
一
六
三
九

〜
一
七
三
〇
）
著
。
大
道
寺
は
江
戸
前
中
期
の
兵
学
者
・
儒
学
者
で
、
松
平
忠
輝
に
仕
え
、
後
諸

侯
に
招
か
れ
兵
学
を
講
じ
た
人
物
。
一
時
武
蔵
岩
淵
に
寄
寓
し
て
い
る
の
で
、「
翁
」
は
著
者
自

身
で
あ
り
、
そ
の
時
期
に
成
立
し
た
か
。
Ｄ
Ⅵ
２
〜
４
『
岩
渕
夜
話
』
と
も
巻
数
の
記
載
は
異
な

る
が
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
。

３
『
岩
渕
夜
話
』（
同
）
一
冊
〈
天
・
地
・
人
〉
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
写

４
『
岩
渕
夜
話
』（
同
）
一
冊

安
永
三
年
（
一
七
七
二
）
写

５
『
岩
渕
夜
話
別
集
』（
い
わ
ぶ
ち
や
わ
べ
つ
し
ゅ
う
）
一
冊

写
本

『
岩
渕
夜
話
』
の
増
補
、
著
者
も
同
じ
。

６
『
武
野
燭
談
』（
ぶ
や
し
ょ
く
だ
ん
）
二
冊
〈
巻
一
〜
三
〇
〉
写
本

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）

の
序
文
。

慶
長
か
ら
元
禄
・
宝
永
期
に
お
け
る
徳
川
将
軍
家
や
御
三
家
、
諸
大
名
ら
の
事
績
や
言
動
に
関

す
る
逸
話
を
中
心
に
集
め
た
書
。
三
〇
巻
。

７
『
落
穂
集
』（
お
ち
ぼ
し
ゅ
う
）
八
冊
〈
巻
一
〜
十
五
〉
写
本

甲南女子大学研究紀要Ⅰ 第 56号（2020年 3月） （８）



家
康
の
誕
生
か
ら
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
天
下
統
一
ま
で
を
編
年
体
的
記
事
と
し
て
ま
と

め
た
も
の
。
三
冊
本
・
七
冊
本
・
十
冊
本
・
十
五
冊
本
な
ど
異
な
る
冊
数
の
伝
本
群
が
あ
る
が
、

『
戦
国
軍
記
事
典
』
に
よ
る
と
「
巻
数
を
明
示
す
る
伝
本
も
あ
る
が
、
本
来
定
ま
っ
た
巻
序
意
識

が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
書
写
な
い
し
製
本
の
都
合
に
よ
る
冊
数
順
の
表
記
に
よ
る
も
の

が
大
半
で
あ
ろ
う
。」
と
す
る
。
奥
書
に
「
享
保
十
二
丁
未
年
冬
至
日

大
道
寺
知
足
軒
友
山

だ
い
ど
う
じ
ゆ
う
ざ
ん

八
十
九
歳
記
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
大
道
寺
友
山
の
著
作
で
あ
る
が
、
こ
の
奥
書
を
伝
え
な
い
伝

本
も
あ
る
。
松
林
本
の
Ｄ
Ⅵ

『
落
穂
集
』
は
こ
の
奥
書
を
有
し
、
Ｄ
Ⅵ

の
『
落
穂
集
』
扉
題

に
も
「
大
道
寺
友
山
撰
」
と
あ
る
。
享
保
十
二
年
は
一
七
二
七
年
で
あ
る
。

８
『
落
穂
集
』（
同
）
五
冊
〈
巻
一
〜
十
〉
写
本

９
『
落
穂
集
』（
同
）
五
冊
〈
巻
一
〜
十
〉
写
本

『
落
穂
集
』（
同
）
十
四
冊
〈
巻
一
〜
十
三
〉
写
本

『
落
穂
集
』（
同
）
八
冊
〈
巻
一
〜
十
五
〉
写
本

『
落
穂
集
』（
同
）
八
冊
〈
巻
八
〜
十
五
〉
写
本

『
落
穂
集
』（
同
）
二
冊
〈
巻
一
・
二
〉
写
本

『
落
穂
集
』（
同
）
一
冊
〈
巻
一
〉
写
本

『
落
穂
集
』（
同
）
一
冊
〈
巻
一
の
み
〉
写
本

『
落
穂
集
』（
同
）
一
冊
〈
巻
一
の
み
〉
写
本

『
落
穂
集
』（
同
）
一
冊
〈
巻
四
の
み
〉
写
本

『
落
穂
集
追
加
』（
お
ち
ぼ
し
ゅ
う
つ
い
か
）
五
冊
〈
巻
一
〜
五
〉
写
本

『
落
穂
集
』
を
基
と
し
て
、
家
康
の
江
戸
開
府
の
こ
ろ
を
中
心
と
し
た
様
々
な
話
を
、
付
け
加

え
た
も
の
。
一
〇
巻
。
太
田
道
灌
の
千
代
田
城
築
城
の
話
か
ら
江
戸
の
町
造
り
や
、
由
井
正
雪
事

件
、
明
暦
の
大
火
等
が
中
心
で
、
合
戦
に
関
す
る
話
は
少
な
い
。
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
大

道
寺
友
山
著
。

『
老
人
雑
話
』（
ろ
う
じ
ん
ざ
つ
わ
）
六
冊
〈
巻
一
〜
六
〉
写
本

秀
吉
の
天
正
期
を
中
心
に
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
の
合
戦
や
武
将
、
能
や
茶

え
む
ら
せ
ん
さ
い

道
な
ど
の
諸
芸
道
に
至
る
雑
話
を
収
め
た
書
。
京
都
の
儒
学
者
・
医
師
江
村
専
斎
（
一
五
六
五
〜

た
ん
あ
ん

一
六
六
四
）
の
口
述
を
、
弟
子
の
伊
藤
坦
庵
（
一
六
二
三
〜
一
七
〇
八
）
が
筆
録
し
後
編
集
整
理

し
た
も
の
。

『
老
人
雑
話
』（
同
）
三
冊
〈
上
・
中
・
下
〉
写
本

寛
永
五
年
（
一
七
〇
九
）
の
序
文
有
り
。

『
老
人
雑
話
』（
同
）
一
冊
〈
乾
・
坤
〉
写
本

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
の
序
文
有
り
。

『
武
者
物
語
』（
む
し
ゃ
も
の
が
た
り
）
一
冊
〈
上
・
下
〉
写
本

各
章
段
の
書
出
し
「
古
き
侍
の
物
語
曰
」
が
書
名
の
由
来
と
考
え
ら
れ
、
源
頼
政
や
家
康
・
小

早
川
隆
景
な
ど
武
士
の
逸
話
を
六
二
話
並
べ
る
。
逸
話
の
後
に
福
島
正
則
の
部
下
佃
又
右
衛
門
が

戦
の
心
構
え
を
ま
と
め
た
二
一
七
首
「
佃
の
軍
歌
」
を
載
せ
る
。

『
武
者
物
語
』（
同
）
一
冊
〈
巻
二
の
み
〉
刊
本

『
謙
徳
公
御
夜
話
』（
け
ん
と
く
こ
う
お
ん
や
わ
）
一
冊

写
本

の
り
ゆ
き

前
田
重
煕
の
言
行
録
・
伝
記
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
成
立
。
志
村
識
行
著
。

『
微
妙
公
御
夜
話
』（
み
み
ょ
う
こ
う
お
ん
や
わ
）
一
冊

写
本

も
と
つ
ね

前
田
利
常
の
記
録
。
享
保
九
年
（
一
七
二
五
）
成
立
。
山
本
基
庸
著
。

（
米
田
）

Ｅ

そ
の
他

１
『
最
荘
越
軍
談
』（
さ
い
し
ょ
う
え
つ
ぐ
ん
だ
ん
）【
最
庄
越
軍
記
（
さ
い
し
ょ
う
え
つ
ぐ
ん

き
）】
三
冊
〈
上
・
中
・
下
〉
写
本

し
ば
や
ま
な
ん
こ
う

２
『
最
荘
越
軍
談
』（
同
）【
同
】
三
冊
〈
上
・
中
・
下
〉
写
本

柴
山
南
光
著
。
戦
記
。

３
『
千
安
合
戦
』（
ち
や
す
か
っ
せ
ん
）
一
冊

写
本

千
安
は
今
の
山
形
県
鶴
岡
市
の
千
安
川
流
域
の
十
五
里
ケ
原
の
地
名
。
一
五
八
八
年
越
後
村
上

城
の
城
、
主
本
庄
繁
長
が
、
庄
内
奪
還
の
た
め
最
上
義
光
軍
に
起
こ
し
た
戦
い
。

４
『
会
津
陣
軍
記
』（
あ
い
づ
じ
ん
ぐ
ん
き
）【
石
田
会
津
軍
記
（
い
し
だ
あ
い
づ
ぐ
ん
き
）】

ち
か
き
よ

一
冊
〈
巻
一

巻
二
〜
四
欠
〉
写
本

延
宝
八
年
（
一
六
八
一
）
序
有
り
。
杉
原
親
清
著
。

５
『
奥
陽
軍
秘
録
』（
お
う
よ
う
ぐ
ん
ひ
ろ
く
）
七
冊
〈
巻
一
・
二
・
五
〜
十

巻
三
〜
四
欠
〉

写
本伊

達
家
の
戦
記
。

６
『
越
国
内
輪
弓
箭
』（
こ
し
の
く
に
う
ち
わ
き
ゅ
う
せ
ん
）
一
冊

写
本

文
化
三
年
（
一
八

〇
六
）
の
序
有
り
。

７
『
越
後
軍
記
』（
え
ち
ご
ぐ
ん
き
）
十
冊
〈
巻
十
二

但
し
巻
一
・
十
二
は
コ
ピ
ー
〉
刊
本

戦
記
。
著
者
は
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
三
）
の
序
に
よ
る
と
白
雲
子
。
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８
『
田
宮
物
語
』（
た
み
や
も
の
が
た
り
）
七
冊
〈
巻
一
〜
十
〉
写
本

９
『
大
久
保
武
蔵
鎧
』（
お
お
く
ぼ
む
さ
し
あ
ぶ
み
）
五
冊
〈
巻
一
〜
二
五

綴
じ
誤
り
が
あ
り
、

巻
十
六
の
後
半
と
巻
十
七
全
部
と
巻
十
八
前
半
が
欠
落
〉
写
本

『
慶
元
攝
戦
記
』（
け
い
げ
ん
せ
っ
せ
ん
き
）
五
冊
〈
全
四
二
巻
だ
が
、
巻
一
〜
六
と
巻
十
三

〜
十
八
欠
〉
写
本

大
阪
冬
夏
の
陣
の
記
録
か
。

『
兵
家
紀
聞
』（
へ
い
か
き
ぶ
ん
）
五
巻
五
冊

絵
入
り
版
本

の
ぶ
み
つ

跋
文
に
よ
る
と
天
保
十
四
年
（
一
八
四
四
）
自
序
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
刊
、
栗
原
信
充

一
七
九
四
〜
一
八
七
〇
）
著
。
栗
原
は
柴
野
栗
山
に
儒
学
、
平
田
篤
胤
に
国
学
、
屋
代
弘
賢
に
有

職
故
実
を
学
び
、
武
家
の
有
職
に
詳
し
い
。
雑
史
。

『
武
徳
大
成
記
』（
ぶ
と
く
た
い
せ
い
き
）〈
巻
一
〜
三
〇
〉
写
本

ま
さ
た
け

ほ
う
こ
う

阿
部
正
武
（
一
六
四
九
〜
一
七
〇
四
）
監
修
、
林
鳳
岡
等
編
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
成

立
。
阿
部
は
武
蔵
国
忍
藩
主
で
、
綱
吉
時
代
幕
府
の
中
枢
に
お
り
徳
川
家
の
資
料
収
集
に
努
め

た
。『

武
家
続
盛
衰
記
』（
ぶ
け
ぞ
く
せ
い
す
い
き
）
一
二
冊
〈
巻
一
〜
二
四
〉
写
本

『
古
今
武
家
盛
衰
記
』（
こ
こ
ん
ぶ
け
せ
い
す
い
き
）
六
冊
〈
巻
一
〜
十
〉
写
本

『
武
備
大
要
録
』（
ぶ
び
た
い
よ
う
ろ
く
）
三
冊
〈
巻
一
〜
三
〉
写
本

『
国
書
総
目
録
』
に
は
「
武
備
大
要
録
別
伝
』
は
あ
る
。
兵
法
書
か
。

『
一
言
坂
合
戦
』（
ひ
と
こ
と
さ
か
か
っ
せ
ん
）
一
冊
〈
巻
一
〉
写
本

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
家
康
と
武
田
軍
が
一
言
坂
（
現
在
の
静
岡
県
磐
田
市
）
で
の
合
戦
記
。

『
荒
川
武
勇
傳
』（
あ
ら
か
わ
ぶ
ゆ
う
で
ん
）
二
冊
〈
巻
一
・
二
〉
写
本

『
羽
城
昔
が
た
り
』（
う
じ
ょ
う
む
か
し
も
の
が
た
り
）【
羽
城
昔
物
語
】
一
冊

写
本

た
か
が
き
ゆ
う
ぞ
ん

高
垣
猶
存
著
。
秋
田
の
佐
竹
一
族
の
伝
記
。

『
義
臣
傳
實
記
』（
ぎ
し
ん
で
ん
じ
つ
き
）
一
冊

弘
化
三
年
（
一
八
四
九
）
写

浅
野
内
匠
頭
と
吉
良
上
野
介
の
松
廊
下
か
ら
仇
討
、
そ
の
後
義
士
た
ち
の
辞
世
の
和
歌
ま
で
を

収
む
。

『
前
々
太
平
記
』（
ぜ
ん
ぜ
ん
た
い
へ
い
き
）
一
冊
〈
巻
十
三
の
み
〉
正
徳
五
年
（
一
七
一
六
）
刊

平
住
専
庵
（
ひ
ら
ず
み
せ
ん
あ
ん
）
著
、
戦
記
。

『
奥
平
報
讐
實
録
』（
お
く
だ
い
ら
ほ
う
し
ゅ
う
じ
つ
ろ
く
）
一
冊
〈
巻
一
〜
五
〉
写
本

『
国
家
太
平
記
』（
こ
っ
か
た
い
へ
い
き
）
十
冊
〈
巻
一
〜
十
、
巻
十
一
〜
二
〇
欠
〉
写
本

『
祐
天
御
一
生
』（
ゆ
う
て
ん
ご
い
っ
し
ょ
う
）
二
冊
〈
巻
一
・
二
〉
写
本

祐
海
上
人
（
一
六
三
七
〜
一
七
一
八
）
一
代
記
。
祐
天
は
綱
吉
・
桂
昌
院
の
信
望
厚
く
、
増
上

寺
三
六
世
を
継
ぐ
。

『
活
套
』（
か
っ
と
う
）
一
冊
〈
一
巻
〉
写
本

と
く
そ
う
じ
ょ
う
と
う

督
宗
紹
董
著
、
室
町
末
期
成
立
。
督
宗
は
大
徳
寺
一
〇
九
世
の
僧
。

『
武
藝
記
』（
ぶ
げ
い
き
）
一
冊

写
本

内
題
に
よ
る
と
『
玉
露
叢
』『
南
留
別
志
』『
東
雅
抄
』『
要
秘
録
』『
文
會
雑
誌
』『
験
基
秘
書
』

『
折
焚
叢
』
七
編
の
随
筆
の
抜
書
か
。

『
西
行
法
師
撰
集
抄
抜
書
』（
さ
い
ぎ
ょ
う
ほ
う
し
せ
ん
じ
ゅ
う
し
ょ
う
ぬ
き
が
き
）
一
冊

写
本西

行
法
師
の
説
話
を
集
め
た
「
撰
集
抄
」
九
巻
九
冊
一
二
一
話
か
ら
抄
出
し
た
五
八
話
の
抜
書

本
か
。

『
常
夏
草
紙
』（
と
こ
な
つ
ぞ
う
し
）
一
冊
〈
巻
一
〜
五
〉
版
本

読
本
、
曲
亭
馬
琴
の
著

勝
川
春
亭
画
。
文
化
七
年
（
一
八
一
一
）
成
立
。

『
将
門
一
代
記
』（
ま
さ
か
ど
い
ち
だ
い
き
）
一
冊

絵
入
り
版
本

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

ろ
ぶ
ん

成
立
。
仮
名
垣
魯
文
著
、
歌
川
芳
直
画
。
平
将
門
の
一
代
記
。

『
唐
糸
草
子
』（
か
ら
い
と
ぞ
う
し
）【
か
ら
い
と
】
二
冊
〈
上
・
下
〉
絵
入
り
版
本

御
伽
草
子
。
室
町
時
代
成
立
。
木
曽
義
仲
の
家
来
手
塚
光
盛
の
娘
唐
糸
は
、
義
仲
に
頼
ま
れ
源

頼
朝
の
命
を
狙
う
が
露
見
し
捕
え
ら
れ
、
尼
寺
に
預
け
ら
れ
る
。
尼
公
の
計
ら
い
で
脱
出
す
る

が
、
再
び
捕
え
ら
れ
石
牢
に
入
れ
ら
れ
る
。
故
郷
に
い
た
娘
の
万
寿
は
鎌
倉
に
出
向
き
、
鶴
岡
八

幡
に
祈
り
、
頼
朝
が
今
様
を
謡
わ
せ
た
手
弱
女
の
中
に
加
わ
る
。
そ
の
孝
心
に
感
じ
入
っ
た
頼
朝

は
、
褒
美
と
し
て
母
唐
糸
を
許
し
、
母
子
と
も
に
無
事
故
郷
に
戻
っ
た
と
い
う
内
容
。

『
清
明
通
変

秘
傳
』（
せ
い
め
い
つ
う
へ
ん
う
ら
な
い

ひ
で
ん
）
一
冊

貞
享
三
年
（
一

六
八
六
）
版

３１
『
大
阪
落
城

全
』（
お
お
さ
か
ら
く
じ
ょ
う

ぜ
ん
）
一
冊

写
本

落
城
前
の
大
阪
城
内
を
舞
台
に
し
た
春
本
。

（
米
田
）
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